
事業名 担当部局庁

論点等説明シート

地すべり対策事業 水管理・国土保全局

論　点

①広範囲かつ複雑な地質構造等を抱える中で、事業の早期効果発現に向けた取組が有効な
ものとなっているか。

②施設の老朽化に対応するため、維持管理・修繕等に当たって長寿命化を考慮しているが、
その取組は適切か。

③事業の省人化・効率化のための調査設計から維持管理までのDX化の推進は十分に行わ
れているか。
※これを測る指標として「都道府県の地すべり対策事業におけるDX導入率」等のアウトカム
指標を設定

事業についての論点等

　地すべり対策事業は、地すべり等防止法（昭和33年）に基づき、地すべりにより人家、公共
建物、河川、道路等の公共施設に対して被害が及ぶ箇所等を対象に、排水施設、擁壁その
他の地すべり防止施設等を新設、改良し、国土の保全と民生の安定に資することを目的とす
るものである。

事業の背景・目的等


